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資料―１ 

教育協力 NGO ネットワーク（JNNE）2010 年度事業報告案 2011 年度事業計画 

活動分野 2010 年度事業報告 2011 年度事業計画 

情報交換・ネッ

トワーク 

1. 入会 2 団体（(特活)グッドネーバーズ・ジャパン、日

本リザルツ）、退会 3 団体（JEN、シェア＝国際保健協

力市民の会、アジア教育支援の会（ESA））があり、団

体会員 24団体、協力団体会員 2団体となった。                        

会員 ML での情報交換を行った 

2. GCE の北の連合体会議（11 月、ダブリン）・総会（2 月、

パリ）に JNNE から代表を派遣した。 

1. 会員 ML を継続する。  

2. GCE との情報交換を行い、活動に協力する。   

調査研究 なし なし 

能力強化 1. JNNE 会員向けの教育協力学習会として、「つながり方が

見えてくる－世界の教育協力政策の動きと外務省・

JICA・NGO プロジェクト」についての学習会を開催した。 

1. JNNE 会員向けの教育協力政策についての学習会を開

催する。 

政策提言・キャ

ンペーン 

1. 「世界中の子どもに教育をキャンペーン」を実施。小

中 351 校、41,940 人参加。外務政務官と面会。 

2. EFAグローバルモニタリングレポート2011要約版を翻

訳。発表会は東日本大震災のため延期。 

3. ホームページで EFA 関連文書の情報提供を行った。 

4. 以下のロビイングを行った。 

(1) 国会議員：キャンペーンの議員向けイベントで、超党

派 30 名程度の議員とあるべき教育援助について意見

1. EFA キャンペーンを 4月に実施する。 

2. EFA グローバルモニタリングレポート要約版の日本

語版発行・発表会を行う。 

3. ホームページで EFA 関連文書の情報提供を行う。 

4. 国会議員、外務省、財務省へのロビイングを行う。 

5. 「動く→動かす」および外務省 NGO 連携推進委員会

への参加を通じて、共同キャンペーンやアドボカシ

ーを推進する。 
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交換。 

(2) 外務省：政府の新教育政策の策定プロセスにおいて数

度の公式・非公式対話。 

(3) MDGs フォローアップ会合（11年 6 月開催予定）の海外

市民社会参加者の人選・招聘について、外務省と連携。 

5. ODA 上流政策へのアドボカシー、キャンペーン 

「動く→動かす」および外務省 NGO 連携推進委員会へ

の参加を通じて、外務省「ODA のあり方に関する検討」

提言、参議院選前各党アンケート、MDGs サミットに向

けた政策協議、Stand Up Take Action などを行った。 

6. 外務省教育協力協議会に参加した。 

7. 世銀の教育援助戦略に関する GCE の懸念と提言内容

を、世銀の日本代表理事及び財務省に行った。 

6. 外務省教育協力協議会に参加する。 

7. GCE の提言活動に協力する。 

 

 


